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名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

赤井　正二 書評（単著） 2002.3

秋葉　　武 学会発表 2001.9

（単独）

学会発表 2001.10

（単独）

学会発表 2002.3

（共同）

論文（単著） 2002.2

論文（単著） 2001.12

論文（単著） 2002.3

荒木　穗積 著　　　書 2001.5

（共編著）

学会発表 2001.8

（単独）

学会発表 2001.9

（共同）

有賀　郁敏 論文（単著） 2001.6

論文（単著） 2002.1

翻訳（共訳） 2001.6

翻訳（単訳） 2002.1

「正村俊之著『情報空間論』」（『社会学評論』（208）第52卷第４号，

日本社会学会）573-577頁

「非営利セクターの『資金インターメディアリ』に関する研究」（実践

経営学会第44回全国大会，九州保健福祉大学）

「地域福祉におけるワーカーズ・コレクティブ―『組合員組織』から

『NPO』へ―」（日本協同組合学会第21回大会，池坊短期大学）

「公共政策と社会的企業」（日本NPO学会第４回年次大会，明治大学）

「地域福祉におけるワーカーズ・コレクティブ―生活共同組合との組

織関係をめぐって―」（『共済と保険』（社）日本共済協会，第44巻第

２号）28-33頁

「福祉ワーカーズ・コレクティブ―環境変化のなかで―」『協う』第68

号　くらしと協同の研究所）

「コミュニティ融資の台頭と協同金融機関」（『全国労働金庫協会五十

年史』（社）全国労働金庫協会）431-435頁

補章「自閉症をめぐる実践と研究の今日的課題」（杉山登志郎・別府

哲・白石正久・茂木俊彦・荒木穂積編『自閉症児の発達と指導』，全

国障害者問題研究会出版部）163-184頁

「日本の障害児教育の過去・現在・未来」（第10回日本・ベトナム友

好障害児教育・福祉セミナー（2001年８月20日～23日）ベトナム・

ホーチミン市）

「マインドリーディングの発達的研究―感情アイデンティティについ

て―」（日本応用心理学会第68回大会（2001年９月８日～９日）岩手

県立大学）

「19世紀前半のチュービンゲンにおけるトゥルネンとトゥルナー組織

の規則」（『体育・スポーツ史研究への問いかけ』清水重勇先生退官記

念論集刊行会）61-69頁

「国民形成期ドイツにおけるトゥルネン協会史研究の課題と資料」

（『立命館大学人文科学研究所紀要』No.79）37-85頁

「フリードリッヒ・ルートヴィヒ・ヤーン―トゥルネンの『考案者』」

（『立命館産業社会論集』第37巻第１号）147-167頁（147-150頁，訳者

解題）

「ドイツ第二帝政創設期における文化的国民形成とドイツトゥルネン

祭」（『立命館大学人文科学研究所紀要』No.79）163-190頁（163-168

頁，訳者解題）
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生田　正幸 論文（単著） 2001.4

監　　　修 2001.4

～2002.3

監　　　修 2001.4

～2002.3

論文（単著） 2001.9

論文（単著） 2001.12

論文（単著） 2002.1

基調報告 2002.3

（単独）

池内　靖子 論文（単著） 2001.5

伊藤　武夫 翻　　　訳 2000.4

（分担訳）

監　　　訳 2002.2

研究会報告 2002.3

（単独）

乾　　　亨 論文（単著） 2001.4

遠藤　保子 研究活動 2001.4

～2002.3

海外研究調査 2001.5

2001.10

2001.11

2002.1

2002.2

著書（単著） 2001.1

研究報告書 2001.3

（共著）

そ　の　他 2001.9

2002.1

大山　博史 論文（単著） 2001.9

「福祉情報論からみたＩＴ」（『障害者問題研究』Vol.29 No.4，全国障

害者問題研究会）33-40頁

「インターネットサーチニュース」（『月刊福祉』第84巻第５号～第85

巻第４号，全国社会福祉協議会出版部）

「インターネットサーチレポート」（『月刊福祉』第84巻第５号～第85

巻第４号，全国社会福祉協議会出版部）

「福祉情報システムへの期待と課題」（日本電子出版『医療とコンピュ

ータ』2001年10月号所収，日本電子出版）

「高齢者医療・介護のＩＴ化」（『高齢者医療・介護経営2002年からの

新戦略』日経ＢＰ社）39-49頁

「福祉・介護サービスのＩＴ化・情報化を展望する」（『月刊福祉』第

85巻第２号，全国社会福祉協議会出版部）78-81頁

「21世紀　福祉介護の情報化グランドデザイン」（日本福祉介護情報学

会第２回研究大会　会場：社会福祉・医療事業団10階会議室）

「シアター／パフォーマンスとジェンダー　―第３回アジア女性演劇

会議に参加して―」（『現代思想』2001年５月号，vol.29-6，青土社）

176-191頁

パット･セイン『イギリス福祉国家の社会史』（第６章，ミネルヴァ書

房）

ニール・J・スメルサー著『グローバル化時代の社会学』（晃洋書房）

「日本における市民社会の多様性」（『立命館産業社会論集』第37巻第

４号）275-282頁

「都市計画から参加のまちづくりへ」（飯田哲也・中川順子・浜岡政好

編著『新人間性の危機と再生』法律文化社）

日本学術振興会ナイロビ研究連絡センター・長期駐在員（センター

長）

ナイジェリア国立舞踊団調査（研究費：日本学術振興会）

ケルンダンスアーカイブ調査（研究費：日本学術振興会）

チャド国立舞踊団調査（研究費：日本学術振興会）

エチオピア国立舞踊団調査（研究費：日本学術振興会）

タンザニア，ウガンダにおける舞踊の調査（研究費：日本学術振興会）

『舞踊と社会』（文理閣・京都）

『マルチメディア時代に対応した総合芸術のファカルティデベロップ

メント研究』（1999～2000年度科学研究費補助金基盤研究Ｂ－２研究

成果報告書（研究代表者遠藤保子））

ナイロビ研究連絡センターニュースレター（20号・21号）ふくたー

な責任編集・発行

「うつ病の地域連携―うつ状態のスクリーニングによる高齢者自殺予
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名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

論文（共著） 2001.12

岡田　まり 著書（共編著） 2002.2

論文（単著） 2001.10

論文（単著） 2002.3

その他（単著） 2002.3

調査報告書 2002.3

（単著）

学会発表 2001.6

（共同）

学会発表 2001.6

（共同）

学会発表 2001.7

（共同）

学会発表 2001.7

（共同）

学会発表 2001.7

（共同）

学会発表 2001.10

（共同）

学会発表 2001.10

（共同）

小川　栄二 論文（単著） 2001.6

防活動」（『Journal of Integrated Medicine』vol.11，医学書院）817-

821頁

「Epidemiology of suicidal ideation and help-seeking behaviors

among the elderly in Japan」（『Psychiatry and Clinical Neurosciences』

Vol.55，Blackwell Science）605-610頁

『ソーシャルワーク実習』（有斐閣）

「障害および障害者」（成清美治・加納光子編『精神保健福祉概論』，

学文社）19-36頁

「関連援助技術」（大塚達雄・澤田健次郎編『社会福祉の方法と実際

改訂版』，ミネルヴァ書房）60-70頁

「精神障害者と人権」（花園大学人権教育研究室編『記号化する差別意

識と排除の論理』，批評社）125-141頁

「精神障害者のQOLに関する研究」（『厚生科学研究費補助金障害保健

福祉総合研究事業　精神障害者等が快適に安全に生活するためのイン

フラの整備に関する研究―身体合併症，アメニティ，身体的健康度と

QOLについて―平成13年度総括・分担研究報告書』（主任研究者　渡

邊能行））46-54頁

「介護保険制度のケアマネジメントにおけるコンピュータ支援として

のエキスパートシステムの開発（その１）」（『老年社会科学』23巻２

号　大会報告要旨号，日本老年社会科学会大第43回大会，大阪国際

会議場）177頁

「介護保険制度のケアマネジメントにおけるコンピュータ支援として

のエキスパートシステムの開発（その２）」（『老年社会科学』同上）

178頁

“The development of expert systems for Japanese care

management”（『Gerontology』Vol.47, (suppl 1)  17th World

Congress of the International Association of Gerontology/

Abstracts, 17th World Congress of the International Association of

Gerontology, 2001.7.1-6, Vancouver, Canada）p.155

“Factors related to refusal to use home-based care services in

Japan”（『Gerontology』同上）p.243

“Decision-making style and life satisfaction among the elderly of

Japan”（『Gerontology』同上）p.295

「高齢者社会福祉施設職員の自己評価を規定する要因」（『日本公衆衛

生雑誌』48巻10号　特別付録　第60回日本公衆衛生学会総会抄録集，

第60回日本公衆衛生学会総会　2001.10.31-11.2 香川）701頁

「特別養護老人ホーム施設長の自己評価を規定する要因に関する研究」

（日本福祉学会第49回全国大会　報告要旨集，日本社会福祉学会第49

回全国大会　2001.10.20-21 沖縄コンベンションセンター・沖縄国際

大学）322頁

「政策的につくられたヘルパーの低い地位」（『ゆたかなくらし』No.232，



学会発表 2001.10

（共同）

学会発表 2001.11

（単独）

論文（単著）

小澤　　亘 著書（編著） 2001.9

学会報告 2001.10

（単独）

加藤　薗子 著　　　書 2002.3

（共編著）

木田　融男 論文（単著） 2001.11

学会発表 2001.5

（単独）

そ　の　他 2002.3

（単著）

草深　直臣 論文（単著） 2002.3

そ　の　他 2001.10

櫻谷眞理子 論文（単著） 2001

論文（単著） 2001

論文（単著） 2001

佐藤　嘉一 翻　訳　書 2001.6

（共訳）

論文（単著） 2001.6
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萌文社）24-27頁

「ホームヘルパーの働きかけにおける共通性と個別性―（場面）再構

成の方法を用いた考察―」（日本社会福祉学会第49回全国大会　自由

研究発表）

「介護保険制度のもとでの市町村・福祉事務所の役割を問う」（第34

回公的扶助研究セミナー　テーマ別自由選択講座

「ホームヘルプ制度の現状と課題」（相野谷安孝　他編『介護保険の限

界』，大月書店）69-86頁

『「ボランティア」の文化社会学』（世界思想社）

「ボランティア文化の国際比較の試み―日本・韓国・カナダの大学生

に対する意識調査」（第３回大会，東京，国際ボランティア学会）

『講座21世紀の社会福祉』第３巻『社会福祉労働の専門性と現実』

（第１部（「岐路にたつ社会福祉労働」）第１章「社会福祉政策と福祉

労働」，かもがわ出版）14-35頁

「トヨタ調査での『共同研究』―職業・生活研究会の事例―」（『日本

労働社会学会年報』12号，日本労働社会学会）103-112頁

「トヨタ調査での『共同研究』」（日本労働社会学会、テーマ別シンポ

ジウム「フィールド調査“職人芸”の伝承（第２部）」，日本労働社会

学会）

「日本型企業社会とその変容」（「日本型社会」研究会報No.4，人文科

学研究所Ａプロジェクト「日本型社会」研究会）1-12頁

「国民スポーツの高揚と主体形成」その１（『たのしい体育・スポーツ』

2002年３月号，学校体育研究同志会）

座談会（広畑成志，大野晃，高津勝）「21世紀のスポーツ―そのあり

方と展望を問う」（『前衛』2001年10月号）

「性的虐待児の軌跡と援助」（『子どもの虐待とネグレクト』Vol.3

No.1，日本子どもの虐待防止研究会）77-79頁

「子育てに関心をもてない母親・父親」（『児童心理』No.745，金子書

房）34-38頁

「児童福祉の問題」（『教育と保護の心理学』昭和戦後初期　別冊解題，

クレス出版）13-23頁

ユルゲン・ハーバーマス／ニクラス･ルーマン著『批判理論と社会シ

ステム理論』（山口節郎・藤沢賢一郎と共訳，木鐸社（第１版第５刷））

「社会科学における『ロビンソン・クルーソー問題』―いわゆる『ロ

ビンソン的人間類型』論をめぐって―」（『立命館産業社会論集』第37

巻第１号）67-90頁
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篠田　武司 論文（単著） 2001.10

そ　の　他 2002.3

芝田　英昭 論文（単著） 2001.7

論文（単著） 2001.10

鈴木みどり 著書（単著） 2001.10

論文（単著） 2001.5

学会報告 2001.7

（単独）

学会発表 2001.8

（単独）

学会発表 2001.9

（単独）

企画運営 2001.11-12

（共同）

企画運営 2002.2

（共同）

企画運営 2001.3

（共同）

須藤　泰秀 古典研究 2001.6

（単著）

古典研究 2001.12

（単著）

高垣忠一郎 著書（単著） 2002.1

高木　正朗 論文（単著） 2002.2

論文（単著） 2002.3

「市民社会・ガバナンスから公共性を考える」（『立命館・公共研会報』，

立命館大学衣笠総合研究機構）1-10頁

「国際学術交流研究会『グローバル化のなかの市民社会と公共空間』

特集前書・コメント」（『立命館産業社会論集』第37巻第４号）241-

243，283-284頁

「福祉の市場化の実像」（『賃金と社会保障』1302号（2001.7月下旬号）

旬報社）60-70頁

「福祉サービスの公的責任」（『講座社会保障法』第３巻（第１部２章

分担執筆）法律文化社）30-53頁

『メディア・リテラシーの現在と未来』（世界思想社）

“The Evolution of Media Literacy as the Example of the Forum for

Citizens’ Television and Media”（TELEMEDIUM Vol.46, No.1,

National Telemedia Council, Madison, U.S.）p.10

「Gender, Media, Media Literacy」「ジェンダー，メディア，メディ

ア・リテラシー」（Presented in the Discussion Group 3-3: Women

and Media, Congress 2001: Communication for Reconciliation,

WACC (World Association for Christian Communication),

Netherlands）

「子どもとメディア、メディア・リテラシー」（第32回部落解放・人

権研究所高野山夏季講座）

「メディア・リテラシーと女性」（日本女性会議2001みと分科会「情

報リテラシーと女性」，水戸市で開催）

京都市女性大学『メディア・リテラシー連続講座　ジェンダー、メデ

ィア、メディア・リテラシー』の企画・運営（委嘱先：京都市女性セ

ンター・ウイングス京都）

「メディア・リテラシー宇治集中講座」の企画と運営（委嘱先は：宇

治市生涯学習センター）

岡山県男女共同参画推進センター「メディア・リテラシー集中講座」

の企画と運営（委嘱先は：岡山県男女共同参画推進センター）

「「サルのヒト化における労働の関与」を読む（上）―内在的弁証法―」

（『立命館産業社会論集』第37巻第１号）107-128頁

「「サルのヒト化における労働の関与」を読む（中）―内在的弁証法―」

（『立命館産業社会論集』第37巻第３号）99-114頁

『共に待つ心たち―登校拒否･ひきこもりを語る―』（かもがわ出版）

「前近代の人口調査―仙台藩『人数改帳』の成立と展開―」（平成13

（2001）年度科学研究費研究成果報告書（working paper Ⅰ））

「前近代の人口調査―仙台藩『人数改帳』関連文書―」（平成13（2001）

年度科学研究費研究成果報告書（working paperⅡ））



竹濱　朝美 論文（単著） 2001.9

学会発表 2001.12

（単独）

辻　　勝次 論文（単著） 2001.11

論文（単著） 2001.12

書評（単著）

学会報告 2001.6

（共同）

津止　正敏 論文（単著） 2001.12

論文（単著） 2001.5

論文（単著） 2001.5

出口　剛司 論文（単著） 2001.4

翻訳（分担訳） 2002.1

仲井　邦佳 学会発表 2001.9

（単独）

研究ノート 2001.11

（単著）

中川　勝雄 調査報告書 2002.3

（共著）

中川　順子 著書（共編著） 2001.4

仲間　裕子 論文（単著） 2001.6

228 立命館産業社会論集（第38巻第１号）

名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

「環境配慮製品の広告表示と ISO14021：『すべての自己宣言型環境主

張に適用する要求事項』について」（『立命館産業社会論集』第37巻

第２号）31-62頁

「環境配慮型製品の広告における消費者保護―不当表示規制のあり方

―」（日本消費経済学会西日本大会，2001年12月15日，中京大学）

「職業としての労働調査者を志す人に」（『ゆらぎのなかの日本型経

営・労使関係』日本，労働社会学会年報第12号，東信堂　日本労働

社会学会編）75-84頁

「先導工場の職場技能システムと職業能力―試作・多種少量対応型職

場のもの造り―」（『立命館産業社会論集』第37巻３号）25-50頁

「河西宏祐『日本の労働社会学』」（『社会学評論』Vol.52，No.4/2002，

日本社会学会）589-590頁

「新らしい職業経歴と職業能力についての研究」（関西社会学会）

「福祉とコミュニティ―地域福祉臨床の視点―」（『立命館人間科学研

究』第２号）133-149頁

「障害児の放課後ケアとボランタリー・ムーブメント―京都での障害

児の学童保育保障運動を素材に―」（『障害者問題研究』第29巻第１

号，全国障害者問題研究会出版部）42-53頁

「今こそ学校・地域・家庭の総力で放課後保障を」（『みんなのねがい』

2001年５月号，全国障害者問題研究会出版部）24-27頁

「家族という制度：フロム『権威と家族』」（山田昌弘編『家族本40』，

平凡社）233-239頁

担当項目「芸術（art）」（89-96頁）、「幻想（fantasy）」（108-112頁）、

「昇華（sublimation）」（154-156頁）、「表象〔代表〕（representation）」

（303-308頁）、「フェティシズム（fetishism）」（321-325頁）、（E. ライ

ト編著『フェミニズムと精神分析事典』，訳者代表：岡崎宏樹・樫村

愛子・中野昌宏，多賀出版）

“El coordinador español tanto...como: sus variantes y su diacronía”

（第23回国際ロマンス語学会（サラマンカ大学））

“El relevo del coordinador correlativo del español: tan bien...como >

tanto...como”, REHK, 9, pp. 83-89.

平成13年度内閣府委託調査「余暇・生活文化行政推進モデル計画調

査」（舞鶴市ボランティア活動基礎調査）

『新人間性の危機と再生』（法律文化社）

「逆さのテーブルとマスク」（国吉康雄美術館館報，第18号，国吉康
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名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

論文（単著） 2002.2

論文（単著） 2002.2

論文（単著） 2002.3

翻訳（単訳） 2002.2

中村　　正 著書（単著） 2001.5

論文（単著） 2001.6

翻　訳　書 2001.8

（単訳）

学会報告 2001.9

（単独）

学会報告 2001.9

（共同）

調査報告 2001.9

（共著）

論文（単著） 2001.9

論文（単著） 2001.11

論文（単著） 2001.12

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

長澤　克重 学会発表 2001.9

（単独）

野田　正人 論文（単著） 2001.5

雄美術館）

「ドイツ美術とメランコリーのアクチュアリティー」（『美と芸術のシ

ュンポシオン』勁草書房）10-19頁

「ドクメンタdocumentaの美学と政治学」（『立命館言語文化研究』13

巻４号）177-184頁

「美術研究と大学教育の『今日』」（『マルチメディア時代に対応した総

合芸術のファカルティ・ディベロップメント研究』，（1999～2000年

度科学研究費補助金［基盤研究（B）（2）］研究成果報告書））14-25頁

「ハンス・ベルティング著『TVスクリーン上のアート：グローバルな

美術とローカルな美術の歴史についての考察』」（『立命館言語文化研

究』13巻４号）91-100頁

『ドメスティック・バイオレンスと家族の病理』（作品社）

「父性不在の問題」（『現代のエスプリ』408号，弘文堂）40-48頁

ゴラン・スーザン『なぜ夫は、愛する妻を殴るのか―バタラーの心理

学』（作品社）

「家族臨床の誕生―危うい親密さと家族臨床の危うさ」（日本家族社会

学会第11回大会，立命館大学）

「親密な関係性における暴力についての一研究―ドメスティック・バ

イオレンスからの回復過程の特徴と援助者に求められること―」（日

本心理臨床学会第19回大会，日本大学）

「リバースモーゲージを活用したコミュニティライフデザインへの提

言（京都市委託調査研究報告書）」（大学コンソーシアム京都「コミュ

ニティライフデザイン研究会」）

「ジェンダーフリーという言葉―男性からの視点」（『児童心理』2001

年10月号，金子書房）

「男らしさと暴力」（インタビュー）（『教育』2001年12月号（教育科

学研究会編，国土社）10-22頁

「ヒューマンサービスと社会学―相互作用としての対人援助を記述す

る手法」（『立命館人間科学研究』第２号）43-55頁

「家庭内暴力加害者研究の概略と争点」『立命館人間科学研究』第３号）

55-71頁

「ドメスティック・バイオレンス」（『ジェンダーがわかる』（アエラム

ック），朝日新聞社）

「家庭内暴力の克服―司法による援助設定をとおして―」（『月刊司法

書士』361号，日本司法書士会連合会）

「男らしさと暴力―メンズサポートルームの取り組み」（『大阪保険医

雑誌』422号，大阪府保険医協会）

｢電子商取引の計測に関する統計調査―米国商務省の動向を中心に―」

（経済統計学会第45回全国総会，中央大学）

「児童福祉の理念と権利保障」（『児童福祉論』ミネルヴァ書房）29-43頁



論文（単著） 2001.7

論文（単著） 2002.1

論文（単著） 2002.3

林　堅太郎 論文（単著） 2001.9

論文（単著） 2001.12

論文（単著） 2002.2

論文（単著）

シンポジウム 2002.2

調査報告書 2002.3

（共著）

東　自由里 論文（単著） 2001

論文（単著） 2001.11

論文（単著） 2001.11

論文（単著）

調査報告 2001.5

（単著）

論文（単著） 2001.9

230 立命館産業社会論集（第38巻第１号）

名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

「ネットワークに思う」（『子どもを支える相談ネットワーク』ミネル

ヴァ書房）240-244頁

「家庭裁判所調査官との連携と課題」（『発達』89号，ミネルヴァ書房）

54-60頁

「中学校におけるスクールカウンセラーの失敗事例」（『失敗事例から

学ぶ心理臨床』星和書店）203-209頁

「グローバライゼーションと貧困緩和―公共政策の新たなフレームワ

ーク―」（『立命館産業社会論集』第37巻第２号）1-30頁

「ヨーロッパの新たなガバナンス―欧州連合拡大をめぐる現状と課題

―」（『立命館産業社会論集』第37巻第３号）1-23頁

「新たな知的社会基盤への挑戦」（『立命館国際地域研究』19号）3-16

頁

Academic Initiatives for Integrating International Regions

（EUROSCOPE，Sussex European Institute, University of Sussex）

pp.7-8

「文化を繋ぐ海『環日本海アカデミック・フォーラムの紹介』」（財団

法人ニュー新潟新興機構，国連大学）

『新たな地域連携のあり方と大学の役割Ⅳ―立命館大学と舞鶴市の連

携に関する調査研究事業（報告書）』

The Age of Creolizaton in the Pacific: In Search of Emerging

Cultures and Shared Values in the Japan-America Borderla，“The

Religious Occupation in Postwar Japan: The Christian Community

and Educational Institutions”（Ed. Takeshi Matsuda, Keisuisha）

pp. 99-135.

“Beyond Censoring History Textbooks: The Asianization of

Japanese Local Governments”（East Asian Politics and Economy

in the New Information Era, Annual Joint Conference Co-

sponsored by American University, Korea University, Ritsumeikan

University. Washington, DC, American University School of

International Studies, U.S.A.）

“Boy Scouts in Action: Nurturing Civic Mindedness and National

Identity”（第六回国際シンポジウム『国家と民族集団』“We the

People” in the Global Age: A Re-examination of Citizenship and

Nationalism，国立民族学博物館/地域研究企画センター(JCAS),

Center for Global Security and Democracy, Rutgers University）

“History Education and Regional Museums: Local Governments

Beyond Borders in Korea and Japan.” (Korea Review of

International Studies, Vol.4, No.1, December 2001) pp.87-100.

｢米国におけるチャータースクール政策評価｣（『教育』，国土社）

｢宣教師による文字言語の伝播｣（『立命館言語文化研究』Vol.13 No. 2）
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名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

黄　　盛彬 論文（単著） 2001.5

論文（単著） 2001.8

論文（単著） 2001.12

著書（共著） 2001.12

学会報告 2002.3

深井　純一 調査報告書 2002.1

（共偏著）

研究ノート 2001.6

（共編著）

深澤　　敦 論文（単著） 2001.8

翻訳（共訳） 2001.9

論文（単著） 2001.10

翻訳（単訳） 2002.2

前田　信彦 学会発表 2001.7

（単独）

論文（単著） 2001.9

文献紹介 2001.8

（単著）

論文（単著） 2001.8

そ の 他 2001.6

（単著）

175-183頁

「＜放送デジタル化論＞の読み方」（須藤春夫編『デジタル放送で何か

起こるか』，大月書店）1-38頁

「日韓報道比較、“ニュースの温度差”」（『GALAC』，放送批評懇談会）

20-24頁

「私的アニメ体験記―日韓のはざまで―」（『アウラ』150号，フジテレ

ビジョン編成制作局調査部）23-27頁

『９月11日メディアが試された日―ＴＶ・新聞・インターネット』

（外岡秀俊，枝川公一，室謙二編，本とコンピュータ叢書）

「スポーツ報道にみる日韓相互イメージ―2002年ワールドカップ関連

メディア言説を中心に―」（テーマセッション＜日韓ワールドカップ

とメディア言説＞，日本スポーツ社会学会第11回大会、於：九州大

学）

「京の道しるべ：環境にやさしい宿泊施設の実現にむけて」（立命館大

学産業社会学部深井研究室）

「震災救援の最前線に立った中学生たち（その２）―1925年北但震災に

おける旧制豊岡中学生たちの救援奉仕活動の作文記録を発掘して―」

（『立命館産業社会論集』第37巻第１号）129-146頁

「グラムシと『全体主義的な社会の構想者』～フランスにおける近年

の研究との関連で～」季報『唯物論研究』第77号，季報「唯物論研

究」刊行会）23-29頁

「ミシェル・フーコー『権力とノルム』」（『立命館産業社会論集』第37

巻第２号）145-152頁

「『福祉国家』の射程～20世紀の世界的経験の総括と21世紀への転換

～」（『「福祉国家」の射程』社会政策学会誌第６号，ミネルヴァ書房，

社会政策学会）161-168頁

「権威主義と民主主義の多様性」（ニール・スメルサー著，伊藤武夫・

伊藤雅之・高嶋正晴監訳『グローバル化時代の社会学』第５章，晃洋

書房）82-101頁

「仕事と家庭生活の調和―国際比較の視点」（第31回社会政策研究ネ

ットワーク：SPSN研究会）

「オランダにおけるパートタイム労働と家庭生活」（『中央労働時報』

中央労働委員会　第987号）2-13頁

「木本喜美子・深沢和子編著『現代日本の女子労働とジェンダー』」

（『家族社会学研究』Vol.13（No.1））

「少子化と政策ニーズ」（『少子化社会における勤労者の仕事観・家庭

観に関する調査研究報告書』連合総合生活開発研究所）113-129頁

「高年齢者の就業」（『いきいきマイライフ』平成13年度版（生涯生活

設計セミナーテキスト　高年齢者雇用開発協会））12-26頁



そ の 他 2001.12

（インタビュー）

松田　　博 論文（単著） 2001.8

学会報告 2001.12

（共同）

松葉　正文 論文（単著） 2001.3

翻訳（共訳） 2001.12

そ の 他 2001.6

（単著）

峰島　　厚 著書（単著） 2001.6

論文（単著） 2001.5

論文（単著） 2001.8

～2002.3

調査報告 2001.9

（単著）

論文（共著） 2001.9

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

森田　真樹 論文（単著） 2001.10

232 立命館産業社会論集（第38巻第１号）

名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

「『家庭生活と仕事の調和』を目指すオランダ・パートタイム革命」

（『Works』No.49 リクルートワークス研究所）42-45頁

「グラムシ思想の現代的意義に関する試論」（『季報・唯物論研究』第

77号，同誌刊行会）

“Gramsci Study in Japan: Our achievements and further problems”

（『立命館産業社会論集』第37巻３号）135-146頁

2001.9-19-21，国際グラムシ学会 於ブラジル・リオデジャネイロ大学

“Die Zivilgesellschaft und die gegenwärtige japanische Wirtschaft:

Zwischen Zivilgesellschaft und Großunternehmen-zentrierter

Gesellschaft”（『神戸学院経済学論集』第32巻第３・４号）pp.27-46

ユルゲン・コッカ「歴史的プロジェクトとしての市民社会―近代ヨー

ロッパの比較史的研究」（『立命館産業社会論集』第 37巻第３号

（Jürgen Kocka, Zivilgesellschaft als historisches Projekt: Moderne

europäische Geschichsforschung in vergleichender Absicht, in:

Europäische Sozialgeschichte, Festschrift für Wolfgang Schieder,

Hrsg. C. Dipper, L. Klinkhammer und A. Nützenadel, Duncker &

Humblot, Berlin 2000, S.475-484.））147-157頁

［古典案内］「ツキジデス『戦史』と歴史認識」（『立命館産業社会論集』

第37巻第１号）169-180頁

『転換期の障害者福祉』（全国障害者問題研究会出版部）1-181頁

「『個をみつめる』援助のあり方」（長谷川，神戸，小川編著「子どもの援

助と子育て支援―児童福祉の事例研究―」ミネルヴァ書房）205-207頁

「21世紀の障害者福祉と全障研」（全国障害者問題研究会京都支部「月

刊・北山杉」2001年８月号～2002年３月号，全国障害者問題研究会

京都支部）

「知的障害者生活施設における知的障害者生活構造に関する全国実態

調査の中間報告」（第８回生活施設・グループホーム交流会報告集，

きょうされん）10-21頁

「グループホームの改革方向―政策提言集」（第2回グループホーム交

流会報告集，きょうされん）10-21頁

「社会福祉基礎構造改革の具体的か＝支援費制度の特徴」（総合社会福

祉研究所編「福祉のひろば」2002年３月号（通巻389号），かもがわ

出版）10-19頁

「障害者福祉における支援費制度の検討―社会福祉基礎構造改革路線

の市場化に視点をあてて―」（三浦文夫責任偏集「地域福祉情報」

2002 VoL 3，ジャパン通信情報センター）10-15頁

「支援費制度の問題点と課題」（全国手話通訳問題研究会「手話通訳問

題研究」No.79，全国手話通訳問題研究会）30-37頁

「国際関係の把握と国際交流の捉え方」（『社会科教育』No.505，明治
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名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

学会発表 2002.2

（単独）

論文（単著） 2002.3

門田幸太郎 学会発表 2001.9

（単独）

柳澤　伸司 評論（単著） 2001.5

評論（単著） 2001.8

評論（単著） 2001.11

評論（単著） 2002.2

論文（単著） 2001.7

調査報告 2001.11

（単著）

山口　　歩 そ の 他 2001.8

（単著）

山下　高行 論文（単著） 2001.8

論文（単著） 2002.1

研究報告書 2001.3

（単著）

学会報告 2001.8

（単独）

学会報告 2001.8

（単独）

学会報告 2002.3

図書）37-39頁

「初期国際理解教育の再検討」（社会系教科教育学会　2002.2.10，兵庫

教育大学）

「アメリカの教育改革と中等社会科の特色」（星村平和監修『CD-

ROM版　中学校社会科教育実践講座理論編１』，ニチブン）178-184頁

「地域の教育環境の再構築に向けて―教育力の地域差に関する研究―

（自主シンポジウム）」（日本教育心理学会第43回総会論文集，日本教

育心理学会第43回総会2001.9.8 愛知教育大学）

「〈メディア時評〉子ども不在の「子どものため」論議」（『ダイヤモン

ド　セールスマネジャー』第37巻第５号，ダイヤモンド社）80-81頁

「〈メディア時評〉球は投げられた・長野県知事の「脱『記者クラブ』

宣言」（『ダイヤモンド　セールスマネジャー』第37巻第８号，ダイ

ヤモンド社）68-69頁

「〈メディア時評〉「終戦記念日」にみる新聞の歴史観と自己完結的な

社説」（『ダイヤモンド　セールスマネジャー』第37巻第11号，ダイ

ヤモンド社）68-69頁

「〈メディア時評〉雅子妃の新宮様出産と12月日の皇室報道」（『ダイ

ヤモンド　セールスマネジャー』第38巻第２号，ダイヤモンド社）

68-69頁

「新しいメディア教育の試み」（『マス・コミュニケーション研究』59

号，日本マス・コミュニケーション学会）19-29頁

「〈外国新聞の現況〉北欧」（『日本新聞年鑑2001－2002年版』，日本新

聞協会編集・電通発行）82-83頁

「レオン・テルミン―電子楽器の創始者｣（『Sciennce & Technology

Journal』第113号（2001）科学技術広報財団）42-43頁

“The Politics of Representation; Nagano, re-Inventing

Japaneseness in the global world order.” (Sport and Politics,

KAHPERD ed.) pp.179-194

“Nagano Olympic; Re-Inventing Japaneseness in Global

Imagination”（『立命館大学人文科学研究所紀要』No.79）87-107頁

「美術館の美術教育―ロンドンナショナルギャラリーの調査」（『マル

チメディア時代の芸術』文部省科学研究費報告書）

キーノートスピーカー；“The Politics of Representation; Nagano,re-

inventing Japneseness in the new global world order”, The 2001

Seoul International Sport Science Congress 2001.08.24

韓国スポーツ社会学会特別講演；Globalization and sports; an

exposition and a critique of Joseph Maguire’s “Global Sport”

2001.08.25

シンポジスト“Football and the Wake of Civil Society in Japan;



山本　　隆 論文（単著） 2001.10

論文（単著） 2001.8

論文（単著） 2002.1

論文（単著） 2001.6

論文（共著） 2001.11

論文（単著） 2002.3

リム　ボン 著書（編著） 2001.12

学会発表 2001.9

（単独）

調査研究報告書 2001.12

（編著）

調査研究報告書 2001.12

（編著）

和田　　武 著書（共著） 2002.1

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2002.3

論文（単著） 2001.6

学会夏期大学講演 2001.7

（単独）

学会発表 2001.7

234 立命館産業社会論集（第38巻第１号）

名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

World Cup 2002 and Soccer Voluntary Groups as a New Social

Movement”（Soccer Nations and Football Cultures in East Asia

International Conference at The Institute of East Asian Studies

Vienna University）2002.03.22

「福祉国家と行財政―福祉国家の変容とニューパブリックマネジメン

ト―」（『社会政策学会誌第６号［社会政策叢書通巻第25集］』，ミネ

ルヴァ書房、社会政策学会編）61-79頁

「イギリスの自治体高齢者福祉行財政の研究（上）―ロンドン・ウェ

ストミンスター区およびキャムデン区の調査を中心として―」（『社会

科学』67号，同志社大学人文科学研究所）61-97頁

「イギリスの自治体高齢者福祉行財政の研究（下）―ロンドン・ウェ

ストミンスター区およびキャムデン区の調査を中心として―」（『社会

科学』68号）215-255頁

「介護保険制度への今後の取り組み方について」（『地域福祉情報』，ジ

ャパン通信情報センター）10-16頁

「介護保険制度の実施とその成果をめぐって―低所得者層保護の視点

から―」（『地域福祉情報』，ジャパン通信情報センター）10-21頁

「介護保険制度と福祉行財政―介護保険制度実施２年間のレビュー―」

（『立命館産業社会論集』第37巻第４号）13-40頁

『町衆企業とコミュニティ』（高菅出版）

“Ultra-modernism: Reviving Downtown Kyoto”（International

Federation for Housing and Planning，スペイン・バルセロナ）

『北野リンク構想』（立命館大学産業社会学部リムゼミ）

『産業社会学部における学生の職業意識に関する研究』（立命館大学産

業社会学部リムゼミ）

『環境展望　Vol.2』（実教出版）

「中国・内蒙古自治区での小型風力発電等の導入による牧民家庭の電

化」（『立命館産業社会論集』第38巻第４号）1-18頁

「大学環境教育研究会の現代的課題―持続可能な社会の構築に向けて

大学環境教育の量的拡大と質的向上を―」（『環境教育』第11巻、第

２号，日本環境教育学会）114-119頁

「地球環境とエネルギー」（『CEL』Vol.60，大阪ガスエネルギー文化

研究所）3-10頁

「小・中・高校の環境教育を歪める教科書検定と大学の役割」（『月刊

むすぶ』第366号，ロシナンテ社）33-36頁

「地球温暖化防止対策の現状と課題―CO2 削減エネルギー対策を中心

に―」（『日本気象学会関西支部第23回夏季大学テキスト』，日本気象

学会関西支部）15-23頁

「再生可能エネルギー普及手段としての『市民共同発電所』運動」（日
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名　前 種　別 書名，論文名等，（掲載書名・誌名（巻号），出版社・発行所），頁 発行年月

（共同）

学会発表 2001.7

（共同）

学会発表 2001.7

（単著）

学会発表 2001.7

（共同）

学会発表 2001.8

（単著）

本環境学会第27回研究発表会）

「地域における温暖化対策モデルの提案―京都市を事例に―」（日本環

境学会第27回研究発表会）

「中国・内蒙古自治区における小型風力発電等の導入による牧民家庭

の電化」（日本環境学会第27回研究発表会）

「地域自治会における環境保全活動―滋賀県守山市と滋賀県野洲町に

おける事例研究―」（日本環境学会第27回研究発表会）

「持続可能な社会を展望するエネルギー・環境教育」（日本環境教育学

会第12回大会）


